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2011年中国産業用ソフトウェア市場は急成長、24.8％増

CCIDの中国産業用ソフトウェア市場に関する調査によると、2011年の中国産業用ソフトウェア

市場は前年比24.8％増の2,950億7,300万元に達した。政府の「両化（工業化・情報化）融合」政策

の下、工業企業が情報化をより重視、産業用ソフトウェア市場は大幅な成長を遂げた。

図 2008-2011年中国産業用ソフトウェア市場規模及び成長率
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図 2011年中国産業用ソフトウェアの製品構成
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１．2011年産業用ソフトウェア市場の特徴

工業分野に根付いたソフトウェア産業は、中国工業化の各段階の柱となっている。鉄鋼、自動

車、石油・化学、電気製造など応用産業分野はもちろん、工業自動化や工業製品の研究・開発、

設計、製造、流通など過程の管理あにおいても、欠かせない存在となっている。

（１）産業用ソフトウェアベンダーの3パターン

現在、中国の産業用ソフトウェアベンダーは主に3種類に分けられる。まずは、宝鋼の宝信軟件、

第一汽車の啓明信息、中国石化の石化盈科などの製造業者が設立したソフトウェアベンダーで

ある。このようなベンダーは特定の産業について、長年蓄積してきたサービス経験や先進的なIT

技術を持っている。だが、親会社への依存から、市場化の進展は遅れており、親会社と市場との

間でいかにバランスを取り、親会社のライバル企業が抱える不安を解消するかがカギとなる。マ

ーケティング不足と親会社によるマイナス影響が、これらの企業にとって解決しなければならない

課題だといえる。

次に、金蝶や用友など汎用ソフトウェアを開発するベンダーである。これらの企業は巨大な潜在

的市場を持っているが、特定産業における強みを持っていない。ある産業に特化し、カスタマイズ

化のニーズに応えることが発展へのカギである。

第三に、東軟、浙大網新、浙大中控といった大学や研究所から生まれた企業である。これらの

企業は基礎研究分野を強みとして、知的財産権を取得した商品が相対的に多い。研究成果をい

かに商品化し、産業の二―ズに応えるかが課題となる。

（２）イノベーション応用が開発されつつあるが、ハイエンド分野には出遅れ感

現在、産業用ソフトウェアベンダーは業務内容を拡大し続けている。大規模なベンダーは産業

用ソフトウェアの複数の分野をカバーし、イノベーション応用に力を入れている。その一方、航空・

宇宙、自動車、飛行機、高速鉄道をなど一部の戦略的産業では、部品の90％を海外の大型ソフト

ウェアに依存している。また、大手企業の多くは海外のマネジメントソフトウェアを使用。ハイエンド

産業用ソフトウェア分野では、中国は世界水準から大きく後れを取り、オリジナルの技術と多国籍

企業の不足が競争力の弱さにつながっている。

２．産業用ソフトウェアの発展趨勢
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図 2011-2014年中国産業用ソフトウェア市場規模の予測

データ出典：CCID（賽迪顧問） 2012，02

（１）産業用ソフトウェアベンダーと従来型工業企業はインタラクティブな関係を形成

マネジメントシステムERPとローカルコントロールシステムは、以前から中国製造業における技

術現代化と情報化応用の中心になってきたが、設備管理、物流、財務など一部の情報システム

は独立し統合されておらず、情報が遮断されている。時期、ベンダー、ブランド、種類、階層などの

違いによって、複数のコントロールシステムを併用することでコントロールの効果は高まっている

が、コントロールが独立する形になってしまい、企業は生産・管理の情報化の支えとなるような、

統合したシステムプラットフォームが必要となる。そのため、より高い基準を満たした製品が必要と

なる。したがって、ベンダーと一般工業企業のインタラクティブな関係がカギとなる。もちろん、政府

の役割も欠かせない。政府は企業情報化を促し、重要なソフトウェア製品と技術の普及に向け、

国家レベルの評価基準を定め、モデル企業を育成する必要がある。

（２）標準と応用との同時発展を重視

いち早く産業用ソフトウェア分野に進出した欧米の先進国は、市場成熟度、市場シェアが高い

だけでなく、業界標準を左右する。一方、中国産業用ソフトウェアベンダーは急成長し、応用課題

の解決に成功、多くの企業での応用が実現された。しかし、標準による制限が国産産業用ソフト

ウェアの発展を妨げている。大量のデータの相互交換ができないかぎり、中国工業企業は、デー

タ管理コストと応用ソフトウェア変更コストがかさむというリスクを抱えることになり、更なる発展の

足かせとなる。中国企業が成長するにつれて、産業用ソフトウェア業界は標準と応用との同時発
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展をさらに重視、より積極的に標準策定に参画していくものと見られる。

（３）協同化、ソーシャル化が顕著に

協同化とソーシャル化で製品の開発方法に革新的な変化がもたらされ、より多くの国際提携が

可能になっている。情報化と工業化の融合は、その足場となる情報技術を通じて企業の業務内容

を緊密に結合。情報技術を業務プロセス、企業の発展過程、工業化の各段階に浸透させる。デジ

タル化統合や、業務モデル転換と業務プロセス改革の一環であり、企業の質とコアコンピタンスの

向上も視野に入れる。情報化が大々的に進められるなか、企業のニーズに応じ、情報技術、先進

的製造技術及び近代的管理技術を組み合わせ、製品研究生産サイクルの各段階に総合的に応

用、デジタルプラットフォームを構築し、中国製造業のデジタル化水準向上に向けて、デジタル化、

統合化、ネットワーク化につながる研究・開発、生産、管理の新型工業システムを構築するべきで

ある。
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